
　
子
ど
も
の
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

２
０
１
０
年
は
約
１
２
１
万
人
だ
っ
た
15
歳

人
口
は
、
23
年
に
約
１
０
８
万
人
ま
で
減
少

し
、
29
年
に
は
１
０
０
万
人
を
割
り
込
む
見

通
し
で
、
38
年
に
は
約
74
万
人
ま
で
減
少
す

る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
だ
（
図
１
）。

　
高
校
に
在
籍
す
る
生
徒
数
も
減
少
し
て
い

る
（
図
２
）。
そ
の
た
め
、
各
自
治
体
で
は
、

公
立
高
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す

る
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
既
に
多

く
の
地
域
で
高
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い

る
。
23
年
に
は
、
約
29
％
の
市
区
町
村
に
お

い
て
公
立
高
校
の
立
地
が
「
０
」、
約
35
％

の
市
区
町
村
に
お
い
て
、「
１
」
と
な
っ
て

い
る
（
＊
１
）。
中
で
も
北
海
道
は
、
公
立

高
校
の
立
地
が
「
０
」
ま
た
は
「
１
」
の
市

区
町
村
の
割
合
が
83
・
８
％
を
占
め
て
い
る
。

　
１
９
９
０
年
か
ら
の
約
30
年
間
で
、
高
校

数
は
全
国
で
約
７
０
０
も
減
少
し
た
が
、
そ

れ
で
も
生
徒
数
の
減
少
の
ペ
ー
ス
に
比
べ
る

と
、
高
校
数
の
減
少
の
ペ
ー
ス
は
や
や
緩
や

か
と
言
え
る
（
図
２
）。
そ
の
分
、
着
実
に

進
行
し
て
い
る
の
が
、
学
校
の
小
規
模
化
だ

（
図
３
）。
１
９
９
１
年
度
か
ら
の
30
年
間
で
、

19
学
級
以
上
の
高
校
の
割
合
は
約
64
％
か
ら

約
34
％
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
一
方
で

６
学
級
以
下
の
高
校
の
割
合
は
30
年
間
で

２・５
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　
24
年
12
月
に
公
開
さ
れ
た
文
部
科
学
省

「
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
の
「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」（
以

下
、「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」）
に
お
い
て
も
、

少
子
化
が
加
速
す
る
中
、
公
立
高
校
の
適
正

配
置
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
校
の
教

育
条
件
の
改
善
が
国
の
重
要
課
題
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
部
活
動
の
種
類
が
限
定
さ
れ
る
、
教
師
の

加
配
な
し
に
は
習
熟
度
別
指
導
な
ど
の
ク
ラ

ス
の
枠
を
超
え
た
多
様
な
指
導
形
態
が
取
り

に
く
い
、
そ
し
て
、
配
置
で
き
る
教
師
の
数

が
限
ら
れ
る
た
め
、
生
徒
が
履
修
で
き
る
科

目
が
限
ら
れ
る
…
…
学
級
数
が
少
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
、
様
々
な
学
校
運
営
上
の
問
題
が

生
じ
る
。「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、

そ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
と
し
て
、
遠
隔
授
業
の
活
用
や
学
校
間
連

携
な
ど
を
例
示
し
て
い
る
。
生
徒
が
履
修
で

き
る
教
科
・
科
目
等
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
は
、
生
徒
の
多
様
な
興
味
・
関
心
や
学
習

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
希
望
進
路
を
実
現
す
る
上

で
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
複
数
の

高
校
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
興
味・

関
心
に
応
じ
た
多
様
な
探
究
学
習
を
実
施
す

る
取
り
組
み
も
、
少
子
化
が
加
速
す
る
地
域

の
高
校
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て

い
る
。

　「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、
高
校
は

地
方
創
生
の
核
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
学
校

の
存
続
は
地
域
の
存
続
に
も
か
か
わ
る
重
要

な
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
小
規
模

校
の
教
育
力
の
最
大
化
と
教
育
条
件
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
、
国
や
自
治
体
、
そ
し
て
学

校
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＊１　文部科学省「学校基本調査」

現
代
の
高
校
生
の「
学
び
の
機
会
」は

ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か

中
学
校
を
卒
業
し
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
生
徒
が
高
校
に
進
学
し
て
い
る
中
で
、
15
歳
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

学
級
数
の
減
少
な
ど
、
生
徒
の
学
び
の
機
会
の
維
持
が
困
難
な
地
域
が
既
に
発
生
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
の
入
学
動
機
や
学
習
歴
、
進
路
な
ど
は
多
様
化
し
て
お
り
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
対
応
・
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
、
生
徒
の
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
上
で
直
面
し
て
い
る
課
題
を
整
理
す
る
。

課題整理

学
級
数
の
少
な
い
学
校
で
は
、

学
校
運
営
上
の
様
々
な
問
題
が
表
面
化

学
校
の
小
規
模
化

課
題

1
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15歳人口の推移図1

高校の学校規模の変遷（全日制、公立、本校のみ）図３

1991年度

2001年度

2011年度

2021年度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

※単位以下を四捨五入等により、合計が 100％にならない場合がある。　※文部科学省「学校基本調査」

高校数と高校の生徒数の推移図２

※学校数、生徒数は、いずれも国立・公立・私立学校（全日制・定時制）、中等教育学校後期課程（1999 年度以降）の合計値（専攻科、別科の生徒数を含む）。
※文部科学省「学校基本調査」

※文部科学省「第15回高等学校教育の在り方ワーキンググループ参考資料３」　※各年、前年 10月～当年９月時点での人口を集計。
※2008年から2023年までは、総務省人口推計の年齢別人口より、2024年から 2038年までは、総務省人口推計の年齢別人口（2023 年10月１日時点）2023 年
資料より算出。
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3.7 13.4 17.9 23.8 26.3 14.2

1.2
6.0 17.4 26.7 29.2 17.3 2.0

2.6 6.8 19.8 30.8 31.5 8.0 0.5

4.0 6.9 21.3 33.5 26.9 7.0 0.2

３学級以下
４～６学級

７～12学級 13～18 学級 19～24 学級 25～30 学級 31学級以上

2010年
約121万人

2023年
約108万人 2029年

約99万人

2038年
約74万人

1988年度
（学校数がピーク）
学校数：5,512校

生徒数：553万3,000人

1989年度
（生徒数がピーク）
学校数：5,511校

生徒数：564万4,000人

2023年度
学校数：4,848校

2023年度
生徒数：293万4,000人

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集
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高校で、知的発達に遅れはないものの、
学習面または行動面で著しい困難を示すとされた
生徒数の割合（学級担任回答）

図５
不登校児童生徒数の推移図４

知的発達に遅れはないものの、学習面または行動面で
著しい困難を示すとされた生徒が、校内委員会におい
て現在、特別な教育的支援が必要と判断されているか

図６

　
現
在
、
高
校
へ
の
進
学
率
は
約
99
％
に
達

し
て
い
る
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
入
学
動
機

や
興
味
・
関
心
、
学
習
意
欲
や
希
望
進
路
、

そ
し
て
小
・
中
学
校
で
の
学
習
歴
や
生
活
環

境
な
ど
は
極
め
て
多
様
だ
。

　
し
か
し
、
学
校
の
立
地
や
リ
ソ
ー
ス
な
ど

に
伴
う
制
約
に
よ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
切
れ
て
い
な
い
面

も
あ
る
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
特
に
近
年
は
、

中
学
校
段
階
ま
で
に
不
登
校
を
経
験
し
た
生

徒
が
増
加
し
て
い
る
（
図
４
）。
23
年
度
は
、

小
・
中
学
校
で
約
35
万
人
の
児
童
生
徒
が
、

高
校
で
は
約
６
万
８
０
０
０
人
の
生
徒
が
不

登
校
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
学
校
種
で

も
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
（
＊
２
）。
そ

う
し
た
生
徒
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
は
、
高
校
現
場
に
と
っ
て
も
重
要
な
課

題
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
知
的
な
発
達
に
遅
れ
は
な
い
も
の

の
、
学
習
面
や
行
動
面
で
著
し
い
困
難
を
抱

え
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
、

通
常
の
学
級
に
お
い
て
も
一
定
数
在
籍
し
て

お
り
、
そ
う
し
た
生
徒
の
支
援
は
、
授
業
だ

け
で
な
く
、
学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
教
師
は
少
な
く
な
い
（
図

５
）。
学
校
全
体
で
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

に
は
、
校
内
委
員
会
を
設
置
し
、
生
徒
の
実

態
把
握
や
支
援
内
容
の
検
討
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
は
各
校
に
整

い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
該
当
生
徒
が
十
分
な

支
援
を
受
け
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
現

状
だ
（
図
６
）。

　
生
徒
の
多
様
な
能
力
や
適
性
、
興
味
・
関

心
な
ど
に
応
じ
た
学
び
を
実
現
す
る
場
と
し

て
近
年
、
存
在
感
を
高
め
て
い
る
の
が
、
多

様
な
学
習
ス
タ
イ
ル
を
可
能
と
す
る
定
時
制

課
程
や
通
信
制
課
程
だ
。
特
に
、
通
信
制
課

程
に
在
籍
す
る
生
徒
数
は
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。

　「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、
全
日
制・

定
時
制
課
程
の
不
登
校
生
徒
の
学
習
機
会
の

確
保
の
た
め
の
遠
隔
授
業
及
び
通
信
教
育
の

活
用
が
提
言
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
体
制・

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
の
あ
り
方
や
学
校
・
課
程
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
校
内
外
と
の
柔
軟
な
連
携
に
よ
っ

て
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

推定値（95％信頼区間）

学習面または行動面で著しい困難を示す 2.2% (1.7% ～ 2.8%) 

学習面で著しい困難を示す 1.3%（0.9% ～1.7%)

行動面で著しい困難を示す 1.4%（1.0% ～1.9%)

学習面と行動面ともに著しい困難を示す 0.5%（0.3% ～ 0.7%)

※「学習面で著しい困難を示す」とは、「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推
論する」の１つ、あるいは複数で著しい困難を示す場合を指す。「行動面で著しい
困難を示す」とは、「不注意」「多動性・衝動性」、あるいは「対人関係やこだわり
等」について１つ、あるいは複数で問題を著しく示す場合を指す。

※文部科学省　2022 年「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
児童生徒に関する調査結果について」

推定値（95％信頼区間）

必要と判断されている 20.3%（10.3% ～ 36.1%）

必要と判断されていない 79.0%（55.0% ～ 92.0%)

不明 0.7%（0.3% ～1.9%)

※文部科学省　2022 年「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
児童生徒に関する調査結果について」

※文部科学省　令和 5 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸
課題に関する調査結果概要
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小学校130,370人
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＊２　文部科学省　令和 5 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果概要

不
登
校
の
経
験
者
が
増
加
し
、

特
別
な
支
援
も
大
き
な
課
題
に

生
徒
の
多
様
化

課
題
2
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探究学習で設定する課題（１年生）図７

探究学習の効果として手応えを感じていること・
今後力を入れたいこと（学校の変化）図８

　「
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
に
お
け
る
議
論
の
中
で
、
新
し

い
時
代
に
対
応
し
た
高
校
教
育
の
あ
り
方
の

１
つ
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
高
等

教
育
機
関
や
地
域
社
会
等
の
関
係
機
関
と
連

携
・
協
働
し
た
高
度
な
学
び
だ
。
高
校
段
階

で
は
、
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必

要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
や
、
社
会
の

形
成
に
主
体
的
に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
・

能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
実
現
に

向
け
て
は
、
地
方
公
共
団
体
や
企
業
、
大
学

※数値は調査の有効回収数（722校）に対する割合。

※ベネッセコーポレーション教育情報センター　2024年度「新課程及び教育活動全般に
関する調査」

※数値は調査の有効回収数（722校）に対する割合。

※ベネッセコーポレーション教育情報センター　2024年度「新課程及び教育活動全般に
関する調査」

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地

域
・
社
会
の
問
題
解
決
に
向
け
た
探
究
学
習
、

教
科
等
横
断
的
な
学
び
の
場
が
必
要
だ
。

　
そ
う
し
た
学
び
の
中
核
を
担
う
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
に
お
い
て
、
身
近
な
地
域・

自
治
体
に
関
す
る
こ
と
が
、
特
に
１
年
生
の

探
究
学
習
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
（
図
７
）。
ま
た
、
教
師
自
身

も
、
探
究
学
習
を
通
し
た
地
域
と
の
連
携
強

化
に
、
手
応
え
を
感
じ
た
り
、
今
後
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
た
り
し
て
い
る
（
図
８
）。

　
近
年
、
各
校
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
を
構
築

し
た
り
、
複
数
の
高
校
が
連
携
・
協
働
し
て

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
共
有
し
た
り
す

る
事
例
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
地
域

連
携
の
充
実
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
子
化
や
人
口
減
少
な
ど
で
社
会
構
造
が

変
化
す
る
中
、
魅
力
的
で
質
の
高
い
学
校
教

育
を
、
地
方
や
小
規
模
の
高
校
に
お
い
て
も

実
現
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
多
様
な

人
材
が
学
校
教
育
に
か
か
わ
り
、
協
働
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「学校の小規模化」「生徒の多様化」「探究学習
等の学びの充実」という３つの課題に対応し、
生徒の学びの機会を保障する取り組み・仕組
みとして、「遠隔授業」「定時制」「通信制」「地
域連携」について見ていく。

現状把握は P.8／事例は P.10より

個人の興味・関心のあること
身近な地域・自治体など

進路・キャリア
SDGs

日本の社会問題
教科・科目と関連づけた内容

理数
修学旅行先
学校改善
平和学習
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■
手応えを
感じていること

■
今後力を
入れたいこと

社
会
に
開
か
れ
た
学
び
を

い
か
に
し
て
実
現
す
る
か

探
究
学
習
等
の
学
び
の
充
実

課
題
3

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集
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